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学 位 論 文 内 容 の 要 冒
尿中過酸化水素 (H202)の酸化ストレスバイオマーカーとしての有用性を､日本人健常者
766名を対象に評価 した｡尿中H202濃度の平均は5.66土 8_27pM/どcreatinineであり､男
性より女性が有意に高かったO女性では H202と年齢､AST､ALT､TC､LDL-C､インスリ
ン､8･ヒドロキシデオキシグアノシン (8-OHdG)､運動習慣に有意な相関が認められた｡男
性､女性ともに､H202は8-OHdGと有意な相関を示 した｡
ロジスティック回帰分析では､尿中H202は尿中8-OHdGおよびTCと正の関連､インス
リンと負の関連を示 した｡性別および年齢を暦化 した解析では､尿中H202はTCとの間に男
女ともに50歳未満で正の関連､男性の50歳以上で負の関連が認められた｡インスリンとの
問に､男性では50歳以上で負の関連､女性では50歳未満で負の関連が認められた｡また､
性別および年齢を暦化 した解析では､共変量を調整すると有意差は認められなかったものの､
50歳未満の男性においてH202は運動習慣と正の関連､飲酒習慣と負の関連を示 した｡
尿中H202が独立 して8-OHdG､TC､インスリンとの関連を示 した本研究の結果は､尿中
H202が酸化ストレスの有用なバイオマーカーであることを示唆 しているo
論 文 審 査 結 果 の 要 冒
横断研究によるpopulationstudyで､H202と8-OHdGとの関連性を明らかにするこ
とを目的とした研究であるo
多重ロジスティック回帰分析により､H202が高いほど畠-OHdGが高い結果となり､
H20王が､酸化ス トレスに関係することがpopulationstudyでも明らかになった｡これ
まで､尿中H202を検出する新たな検査法によるpopulationstudyは行われておらず､
今回の知見は､今後､H202検査の新たな意義を検討する一助となった｡
よって､本研究者は博士 (医学)の学位を得る資格があると認めるd
